
























　現代の航空機のように、GPS（Global Positioning System, 全地球測位システム）や INS（Inertial Navigation 
System, 慣性航法装置）、況や Autopilot（自動操縦装置）など無いプロペラ式単発機で、このような極めて過酷な
飛行条件の中、果敢にもシベリアの新空路を開拓し、無事にローマまで辿り着いたこの 4人の乗員に対して、誰し
も畏敬の念を抱かずにはいられないのではなかろうか。
参考文献『訪欧大飛行誌』（大阪朝日新聞社，1926）:『日本航空史 明治・大正篇』（日本航空協会，1956）
（情報管理課　藤原 一智）
